
Ａタイプ（固形物分離タイプ）の実証試験等実施における基本的な考え方（案）
について

目次 記載内容

第１章 背景と目的  人口減少、少子高齢化等の社会情勢の変化
 社会インフラとしての下水道のポテンシャル
 紙オムツ処理装置の利用意向
 ガイドラインの目的

第２章 Ａタイプの紙オムツ分離装置
に求める条件

 紙オムツ分離装置の構造
 処理の対象
 処理水量と排出負荷
 添加する薬剤
 適切な取扱と事故防止
 下水道への受入方針

○ 本ガイドラインは２章で構成されており、下水道への紙オムツ受入方法のうちＡタイプ（固
形物分離タイプ）※について、実証試験を行うための基本的な考え方をとりまとめたもの。

※Ａタイプ（固形物分離タイプ）
使用済み紙オムツに融雪剤などに用いられる塩化カルシウム等の離水剤を加えて洗浄処理
することで、使用済み紙オムツから汚物を分離・脱水し、紙オムツに付着した汚物のみ下水道
に受入、紙オムツはゴミとして回収する。
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